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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 2,998 2,964 5,905

経常利益（百万円） 70 154 96

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失(△)（百万円）
△46 61 143

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△53 56 138

純資産額（百万円） 4,587 4,763 4,779

総資産額（百万円） 5,380 6,168 6,176

１株当たり四半期(当期)純利益金

額又は1株当たり四半期純損失金額

(△)（円）

△7.63 10.03 23.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － 23.45

自己資本比率（％） 84.7 76.7 76.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
47 150 592

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△271 △148 △744

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△15 △71 584

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
944 1,546 1,616

 

回次
第48期

第２四半期連結
会計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は1

株当たり四半期純損失金額(△)

（円）

△2.39 10.08

（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３. 第48期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第49期第2四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第48期第2四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1)業績の状況

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により大きな打撃を受け、その後の原発事故によ

る電力供給の問題や長引く円高の進行等により、景気は依然として厳しい状況が続いております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、出店立地の競争や低価格化の進行等様々な課題が顕在化してお

り、加えて震災直後の消費者の価値観の変化もあり、個人消費が冷え込む状況となっております。更に、夏本番での

台風や低い平均気温など不安定な季節要因の影響を大きく受け、売上高が低迷している状況にあります。

このような中、当社グループは平成23年6月、経営効率の向上を図るため㈱銀座ルノアールの本社を中野区に移転

致しました。店舗においては、平成23年9月ニューヨーカーズ・カフェ池袋サンシャイン中央通り店を新規オープン

し、くつろぎと憩いの場をより多くのお客様に提供する理念のもと、ホスピタリティーサービスの充実をテーマと

して売上高の増加とともに利益の確保に向けて努力しております。

なお、平成23年8月ニューヨーカーズ・カフェ千駄ヶ谷1丁目店、9月大森駅前店の2店舗を閉店いたしましたので、

当第2四半期連結会計期間末の店舗数は108店舗となりました。

その結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は2,964百万円(前年同期比34百万円減)、営業利益は148百万円(前

年同期比81百万円増)、経常利益は154百万円(前年同期比84百万円増)、四半期純利益は61百万円(前年同期は46百万

円の純損失)となりました。

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、6,168百万円となり前連結会計年度末に比べ8百万円の減少となりまし

た。これは主に、投資有価証券が96百万円増加したものの、現金及び預金が69百万円、有形固定資産が9百万円、敷金

及び保証金が18百万円、長期貸付金が10百万円減少したこと等によるものであります。

負債は1,404百万円となり前連結会計年度末に比べ7百万円の増加となりました。これは主に、未払法人税等が7百

万円増加したこと等によるものであります。

また、純資産が4,763百万円となり前連結会計年度末に比べ15百万円の減少となりました。これは主に、利益剰余

金が42百万円増加したものの、自己株式53百万円を取得したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は76.7％(前連結会計年度末は76.8％)となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、1,546百万円となり前連結会

計年度末に比べ69百万円減少いたしました。

当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は150百万円(前年同期比103百万円増)となりました。これは主に、税金等調整前四半

期純利益が153百万円計上されたこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は148百万円(前年同期比123百万円減)となりました。これは主に、投資有価証券の取

得による支出が101百万円、有形固定資産の取得による支出が65百万円あったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は71百万円(前年同期比56百万円増)となりました。これは主に、自己株式の取得によ

る支出が53百万円、配当金の支払額が18百万円あったこと等によるものであります。　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

単元株式数

1,000株

　

計
6,252,004 6,252,004 － －

 (注)  「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月1日　
　～

平成23年９月30日
－ 6,252,004－ 771,682 － 1,062,078
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社花見煎餅 東京都中野区中野5-52-15-197 1,331 21.29

株式会社ジーアールシー 東京都国分寺市高木町1-10-51 1,168 18.68

小宮山　文男 東京都国分寺市 871 13.93

塩井　賢一 東京都新宿区 500 8.00

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 237 3.80

小宮山　榮冶郎 東京都杉並区　 119 1.90

株式会社ＫＥＣ 東京都中央区八丁堀1-9-6　 99 1.58

猪狩　安往 東京都江戸川区 61 0.98

中島　雍彦 東京都豊島区 59 0.95

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内1-6-6 50 0.80

キーコーヒー株式会社 東京都港区西新橋2-34-4 50 0.80

計 － 4,546 72.71

（注）上記のほか自己株式が281千株あります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式       281,000 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式     5,956,000 5,956 －

単元未満株式 普通株式        15,004 － －　

発行済株式総数              6,252,004 － －

総株主の議決権 － 5,956 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式487株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

(株)銀座ルノアール
東京都中野区中央

4丁目60番3号
281,000 － 281,000 4.5

計 － 281,000 － 281,000 4.5

(注)　当第2四半期会計期間末の自己株式数は、281,487株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,660,357 1,590,588

売掛金 30,628 33,437

有価証券 1,514 1,504

商品 21,752 25,729

貯蔵品 5,210 5,210

繰延税金資産 57,563 57,563

その他 139,421 142,953

流動資産合計 1,916,447 1,856,988

固定資産

有形固定資産

建物 3,104,751 3,165,419

減価償却累計額 △1,831,505 △1,901,559

建物（純額） 1,273,246 1,263,860

工具、器具及び備品 342,595 339,973

減価償却累計額 △314,265 △313,002

工具、器具及び備品（純額） 28,330 26,971

土地 517,271 518,308

その他 1,858 1,858

減価償却累計額 △1,765 △1,774

その他（純額） 92 83

有形固定資産合計 1,818,940 1,809,223

無形固定資産

商標権 11,450 10,409

ソフトウエア 10,825 9,771

無形固定資産合計 22,276 20,181

投資その他の資産

投資有価証券 80,920 177,827

長期貸付金 40,446 30,430

敷金及び保証金 2,002,839 1,984,757

繰延税金資産 138,798 139,665

その他 161,988 155,571

貸倒引当金 △6,212 △6,212

投資その他の資産合計 2,418,781 2,482,040

固定資産合計 4,259,998 4,311,445

資産合計 6,176,445 6,168,433
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 50,200 58,900

短期借入金 670,000 670,000

未払法人税等 96,075 103,597

賞与引当金 52,980 47,630

株主優待引当金 17,284 6,992

その他 213,633 217,702

流動負債合計 1,100,174 1,104,823

固定負債

退職給付引当金 107,268 97,779

役員退職慰労引当金 111,129 111,007

その他 78,624 91,168

固定負債合計 297,022 299,955

負債合計 1,397,196 1,404,778

純資産の部

株主資本

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,062,078 1,062,078

利益剰余金 2,973,180 3,015,870

自己株式 △65,293 △119,053

株主資本合計 4,741,646 4,730,576

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,277 △685

その他の包括利益累計額合計 3,277 △685

少数株主持分 34,325 33,763

純資産合計 4,779,248 4,763,655

負債純資産合計 6,176,445 6,168,433
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 2,998,431 2,964,283

売上原価 356,568 345,129

売上総利益 2,641,862 2,619,154

販売費及び一般管理費 ※
 2,575,250

※
 2,470,786

営業利益 66,612 148,368

営業外収益

受取利息 607 421

受取配当金 671 521

受取家賃 50,676 52,084

その他 6,761 7,398

営業外収益合計 58,716 60,425

営業外費用

支払利息 517 3,935

不動産賃貸費用 43,713 46,456

その他 10,603 3,695

営業外費用合計 54,835 54,087

経常利益 70,493 154,706

特別損失

固定資産廃棄損 19,344 1,320

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 105,679 －

過年度社会保険料 26,005 －

その他 700 229

特別損失合計 151,729 1,550

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△81,235 153,156

法人税等 △35,296 92,693

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△45,939 60,462

少数株主利益又は少数株主損失（△） 687 △561

四半期純利益又は四半期純損失（△） △46,627 61,024
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△45,939 60,462

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,191 △3,962

その他の包括利益合計 △7,191 △3,962

四半期包括利益 △53,130 56,500

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △53,818 57,061

少数株主に係る四半期包括利益 687 △561
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△81,235 153,156

減価償却費 114,544 101,343

長期前払費用償却額 12,643 15,455

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,809 △9,488

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,597 △122

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,080 △5,350

株主優待引当金の増減額(△は減少) △9,282 △10,291

受取利息及び受取配当金 △1,278 △942

支払利息 517 3,935

固定資産廃棄損 19,344 1,320

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 105,679 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,835 △2,808

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,258 △3,977

仕入債務の増減額（△は減少） △620 8,700

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7,612 △3,976

その他の流動負債の増減額（△は減少） △6,218 △35,107

その他の固定負債の増減額（△は減少） － 12,544

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,869 26,143

その他 8,678 △1,061

小計 111,194 249,472

利息及び配当金の受取額 1,317 1,023

利息の支払額 △527 △3,998

法人税等の支払額 △64,745 △96,174

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,239 150,323

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26,690 △26,700

定期預金の払戻による収入 26,658 26,690

有価証券の売却による収入 － 500

投資有価証券の取得による支出 － △101,800

長期貸付けによる支出 △31,406 △88

長期貸付金の回収による収入 8,716 10,104

有形固定資産の取得による支出 △177,147 △65,046

敷金及び保証金の回収による収入 7,032 39,141

敷金及び保証金の差入による支出 △50,061 △18,500

その他 △28,548 △12,501

投資活動によるキャッシュ・フロー △271,447 △148,201

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の処分による収入 2,952 －

自己株式の取得による支出 △35 △53,760

配当金の支払額 △18,130 △18,139

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,213 △71,900

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △239,421 △69,778

現金及び現金同等物の期首残高 1,183,893 1,616,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 944,472

※
 1,546,649
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

至　平成23年９月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

　

【追加情報】

当第2四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日

 至　平成23年９月30日)　

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

給料手当

賃借料

賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

953,911千円

784,883

50,220

9,514

6,597

929,892千円

788,020

47,630

11,500

6,345

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 988,388千円 1,590,588千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △43,915 △43,939

現金及び現金同等物 944,472 1,546,649
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 18,307 3 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 18,333 3 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第2四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第2四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

（デリバティブ取引関係）

当社グループはデリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

　

（企業結合関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額(△)
△7円63銭 10円03銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

（千円)
△46,627 61,024

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額(△)（千円）
△46,627 61,024

普通株式の期中平均株式数（株） 6,108,995 6,081,714

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成15年６月27日定時株主総

会決議ストック・オプション

（新株予約権93個）

普通株式　　　93,000株

　

平成17年６月29日定時株主総

会決議ストック・オプション

（新株予約権300個）

普通株式　　 300,000株

　

────────　

(注)潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、前第2四半期連結累計期間については、潜在株式は存在するものの1株

当たり四半期純損失であるため、当第2四半期連結累計期間については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 網本　重之　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原口　清治　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ルノ

アールの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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